
議案第 35 号「財産の処分について」補助資料 

 

１　サウンディング型市場調査の結果資料（全文） 

　　資料１ 

 

２　香流苑跡地活用に関する庁内検討資料（公共活用の検討資料、内部会議約

30 回のメモ一式（想定Ｑ＆Ａ含む）、市長説明協議資料等） 

　　以下の市役所資料は確認済み 

https://www.city.nagakute.lg.jp/soshiki/shichokoshitsu/seisakuhis

hoka/3/1/totiriyoukeikaku/20933.html 

　　令和５～６年度には、庁内の関係各課で構成する担当者会議全 28 回のうち、

令和５年度に９回、令和６年度に 14 回を実施しました。検討内容については、

全 12 回開催した意見交換会に向けた資料作成やその結果共有であるため、こ

れらで用いた資料及び議事については上記ＨＰに掲載されています。 

令和７年度には、土地の売却（公募）手続に向けたスケジュール調整や公募

条件の検討のため、担当者会議を５回、土地利用対策会議を３回、開催しまし

た。これらで使用した資料は、資料２のとおりです。 

その後、市有地（上川原地内）活用公募型プロポーザル審査委員会を２回開

催し実施要領を作成して、３回目の審査委員会で審査を実施し事業者を決定し

ました。（資料６及び資料７） 

　　これらの過程では随時、二役レクを実施し経過報告をして、方針決定を行っ

てきました。 

 

３　「一定の理解を得た」と判断した根拠資料（売却方針決定に関する決裁文書

を含む） 

　　市ホームページで周知のとおり、延べ 12 回の意見交換会の結果をもって、

一定の理解を得たと判断しています。第４回（延べ８回目）には市長が意見交

換会に出席し約７割を売却したい旨の説明をするとともに、最終回となる第

８回（延べ 12 回目）には、参加者と現地で残す樹木の選定を進める中で、参

加者の意見に対して他の参加者から拍手が起こるなど、検討してきた土地活

用方法について好意的な反応を得られました。 

庁内では、２記載の経過のとおり検討を進め、方針決定を進めてきました。

なお、その結果として、令和７年５月号広報への記事掲載と、近隣住民へのチ

ラシ配布を行いました。（資料３） 

 

 

教育福祉委員会 

企画政策課資料 

令和８年３月 17 日



４　不動産鑑定評価書及び委託仕様書 

　　資料４ 

 

５　提案下限価格（11 億 7,465 万円）の算定根拠資料（内部決裁資料を含む） 

　　資料４（不動産鑑定評価書）に基づき令和７年８月 28 日に、資料 16（意見

書）に基づき令和７年 10 月 23 日に、長久手市財産評価審査会を開催し、売却

に関する単価を決定しました。 

資料５ 

 

６　公募型プロポーザル実施要領等一式（募集要項、要求水準書等）…すでにホ

ームページから削除 

　　資料６ 

 
７　プロポーザル審査基準表及び採点結果の詳細資料（個人を特定できる情

報は除き、審査委員別採点表を含む） 

　　以下の市役所資料は確認済み 

https://www.city.nagakute.lg.jp/material/files/group/2/sinsakekka.pdf 

　　資料７ 

 

８　事業者の企画提案書一式（戸数 256 戸の内訳、間取り構成図、想定世帯

構成、駐車場・駐輪場計画、緑地計画、交通計画、工事計画等） 

　　資料８ 

 

９　香流苑跡地事業全体の収支資料（尾張旭市持分取得費、解体費、撤去

費、北側９ｍ道路整備費、売却手続に係る経費等を含む総投入額及び財源

内訳） 

　　資料９ 

 

10　残地約 4,300 ㎡の維持管理及び整備方針資料 

　（今後の利活用方針、維持管理費見込み、ランニングコスト試算） 

　維持管理及び整備方針に関しては、令和８年度に実施する詳細設計の中で

決まってくるものになりますので、現時点で提供できる資料等はありませ

ん。 

 

 

 



11　共同住宅 256 戸の入居を想定した人口推計及び教育・福祉分野への影響

試算（学校、保育、児童クラブ、福祉部門への影響） 

⑴　学校について 

資料 11 

⑵　保育について 

　　　第３期　子ども・子育て支援事業計画では、０歳から５歳児の人口

は、毎年 200 人程度減少すると推計しています。 

　　　共同住宅 256 戸の入居について、セントアースの建設時を参考に推計

すると、入居３年後から保育需要が生じています。 

　　　これらのことから、０歳から５歳児の合計人口の減少が緩やか又は一

時的に微増すると考えられます。 

　　　結果として、現在の保育定員で概ね対応可能と考えます。 

　⑶　児童クラブについて 

　　　児童クラブについては、入居後６年後から需要が生じると考えます。 

　　　現状、長期休暇のみの利用、民間学童利用も含めて、約３割の児童が

利用しています。 

　⑷　福祉部門について 

子ども医療費が、年間約 770 万円増加することが想定されます。 

（積算式） 

256 戸×50％×1.5 人×４万円＝7,680,000 円 

 

12　上下水道接続計画の概要資料（負荷の見込み、接続による費用負担等） 

　上水道については、愛知中部水道企業団の管轄であるため、把握していま

せん。 

　下水道に関しては、令和 8年度に業務委託し整備計画・設計を行いますの

で現時点で提供できる資料等はありません。 

　下水道本管等の整備費用については、原則市が負担します。 

 

13　256 戸入居後の交通量影響試算 

　交通量推計は一般的に集客施設等が実施するものであり、今回の企画提案

書においても交通量推計の内容は含まれていません。また、市でも実施して

いません。 

 

14　これまでの香流苑清算事業の経緯、経過の時系列をまとめた分かりやす

い資料 

　　資料 14 



15　12 回実施した意見交換会 297 人の内訳（各回の参加人数）と、重複して

参加した方の数 

　各回の参加人数は以下のとおり延べ 297 人で、実人数は 62 人です。ただ

し、第１回（①～④）については参加者の名簿を作成していないため、第１

回（①～④）分は把握できていません。 

 

16　不動産鑑定書に付随する意見書の写し 

　　資料 16 

 

17　令和３年度に出された長湫地区北部自治会連合会の香流苑跡地に関する

要望書の写し 

　　資料 17

 　 参加人数

 

第１回

① R5.7.21 34

 ② R5.7.22 17

 ③ R5.7.22 20

 ④ R5.7.22 30

 
第２回

⑤ R5.11.22 27

 ⑥ R5.11.23 27

 第３回 ⑦ R6.3.10 30

 第４回 ⑧ R6.5.18 21

 第５回 ⑨ R6.9.8 27

 第６回 ⑩ R6.11.9 25

 第７回 ⑪ R6.12.15 22

 第８回 ⑫ R7.2.15 17

 合計 297



















































香流苑スケジュール

4月 5月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

解体撤去 解体撤去工事

用地買収

道路設計

工事

インフラ
上下水道
電気、ガス

サウンディング

売却公募手続き

行政手続き

工事

設計

工事

20250417時点

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度

道路

売却

緑地

用地交渉 移転・用地引き渡し

道路工事

【公募】 ●選定委員会
●仮契約●本契約・所有権移転登記・引渡し

●議会承認

公募サウンディング１ サウンディング２

●補正予算

●開発許可

●竣工

事業者参加可能委託発注

●美しいまちづくり条例（事前協議）
●確認申請

●土地利用対策会議
（公募条件の確定）

建築工事（2年）

解体撤去工事

樹木伐採工事

●契約

工事

（入金・引渡時期は要検討）

設計、工事

資料２



香流苑解体撤去工事について

令和７年４月

くらし文化部環境課

１ 香流苑解体撤去工事の進捗

・ 全体の約 90％が完了

・ 残りの工事内容

産廃撤去、井戸工事、浅井戸撤去、外構撤去、測量、整地

２ 工期の延長

2/15 の意見交換会で産廃撤去範囲が確定し工事開始が可能となった

が、作業期間を精査したところ約 2 か月の工期延長が必要。梅雨など

天候を考慮し 3 か月延長、令和 7 年 6 月末までの工期を令和 7 年 9 月

末までとしたい。

３ 変更契約

工事中に当初は想定できなかった内容の作業があったため、令和 6

年度に実施したものも含めて令和 7 年 9 月議会で変更契約議案を提出

する予定。

【主な増額変更内容】

⑴ 産業廃棄物の撤去（R7 実施、9月末まで）

汚染土壌撤去作業をしていたところ、産業廃棄物の埋設を確認。売

却範囲は全撤去、緑地範囲はコンクリート土間のみ撤去。

⑵ 樹木の処理量増加（R7 実施、5月予定）

当初は敷地南東部の樹木は全残置、それ以外は全撤去という設計

だったが、意見交換会の結果から、売却範囲は敷地西部の一部を残置、

緑地範囲はクスノキやツツジ、ムクノキなど数本のみを残置し、残り

は全撤去。

⑶ 井戸の設え変更（R7 実施、6月末まで）

緑地範囲にある 3 本の井戸から自噴する井水を、今後は地中から

東側接道地下水路に繋ぎ、北側の香流川へ放流するが、井水は鉄分を

多く含むためメンテナンスが必要となるためマンホールなどを設置。

⑷ 設計以外の杭撤去（R6 実施済み）

敷地内の掘削作業をしていた際に発見された杭を全撤去。



⑸ 掘削時に湧出した地下水対策（R6 実施済み）

投入室棟及び消化槽の地下構造物を撤去しようとした際、地下水

が湧出し工事に支障が出たため、ウェルポイント工法を追加。

⑹ 上川原 1-2 の土の入れ替え（R6 実施済み）

香流苑北側道路拡幅に伴い、香流苑西側の土地所有者と交渉し、上

川原 1-2 の土地を補償地として契約するため、その敷地全ての土を

深さ 2ｍまで入れ替え。

４ 変更後の増加額

浅井戸撤去の工法変更などマイナス要素もあり現在精査中だが、1億

円弱の増額となる見込み。

５ 今後のスケジュール

4月中 工期延長二役説明

工期延長正副議長説明

5月臨時会 工期延長全議員説明（全員打合せ会）

5～6月 周辺住民へのポスティング周知

5～8月 産業廃棄物撤去

9月定例会 契約変更議案議決

9月末 工事完了

12月定例会 尾張旭市への返還額歳出補正予算議案議決

R8.1 月 尾張旭市へ精算金返還







 所 在 地：長久手市上川原１−１及び１−３（２筆）
 面   積：15,396.74㎡（登記簿面積）
 都 市 計 画 ：市街化区域、準工業地域、建ぺい率60％、容積率200％
 その他指定：洪水浸水想定区域(浸水予想１〜３ｍ･1,000年に一度)に該当(R1.8.30愛知県指定)

香流苑跡地の利用方針について
長久手市　企画政策課、環境課、みどりの推進課、土木課、都市計画課　Ｒ７．３

経緯

 意見交換会では､今後の市の財政見通し等を共有し､財源確保のために敷地全
体の約7割を売却することについて､地域住民の理解を求めました。また、跡地
の緑の保全の在り方や売却先用途の検討に加えて､跡地から産業廃棄物が出土し
たことから､その処理方法について議論を進めました。

 旧香流苑は､昭和50年から｢し尿処理施設｣として尾張旭市と長久手市で共同運用
を行ってきましたが､公共下水道の普及に伴いその役割を終えました。

１ ４

 売却部分の市場の需要調査及び売却条件の検討にあたり､民間事業者へのサウ
ンディング調査を実施し､その結果を意見交換会で共有しながら､地域住民､市､民
間事業者の意向をふまえた売却条件の検討を進めました｡

５

全８回（地区別開催を含め延べ12回）の意見交換会を実施
                   ⇒詳細は裏面へ

❶敷地東側(約4,300㎡)は､市緑地として利用する。
❷敷地西側(約10,000㎡)は､財源回収のため売却する。
❸敷地北側は､歩道付きの9ｍ道路として整備する。

２    両市の協議により､本市が尾張旭市の土地共有持分を全て取得し､本市単独で跡地
利用を検討することとなり､当初は全て売却する方針としていました。

３    売却方針を一度撤回し､市民との話し合いを求める地域住民からの陳情書等を受
け､令和5年7月から地域住民との意見交換会を実施してきました。  

❷売却地(約10,000㎡)について

❶市緑地(約4,300㎡)について
・３箇所の井戸は､市有地の緑地に含めることとします。また､鉄分が多い水質
 であり､除鉄装置の設置費や維持管理費を踏まえ､井戸の利用はしない方針と
 し､地下を通して香流川への排水処理とします。
・既存緑地を活かすため､地中産業廃棄物は、一部を除いて撤去しないこととし
 ます。
・広場エリアは､今まで積み重ねた意見交換会での意見を踏まえつつ､令和７年
 度に実施する詳細設計の中で､周辺住民や売却事業者と意見交換を行い､具体
 的な設えを決めていきます。
・散策路エリアは､売却地と東側上川原地区の低層住宅との緩衝帯としての機能
 を残しつつ､防犯面の配慮や将来にわたり良好な緑地とするため間伐を行い､
 散策路としての整備を行います。

・地域の住環境に配慮するため､価格と提案内容による総合評価型プロポーザル方
 式で売却先を選定します。
・試掘で確認された産業廃棄物､土壌汚染土は､全て撤去します。建物は解体し､
 更地(存置緑地は除く)として売却します。
・公募時における存置緑地は､左図の2箇所とし､存置緑地の活用､住環境への配
 慮､回復緑地及び敷地の地域開放等の提案は､売却先選定時の評価対象としま
 す。                (※ 詳細は､公募要項で公開します｡)

今後のスケジュール（予定）
・解体撤去工事終了    〜令和７年６月末
・売却地の公募手続き開始  令和７年７月〜
・市緑地の詳細設計     令和７年度下半期（売却事業者確定後）
・道路拡幅工事       令和８年度〜
・市緑地整備        （関連事業の見通しが立った後）令和８年度以降

香流苑跡地の利用方針の配付について　【問合先】長久手市役所企画政策課　０５６１－５６－０６３４

　広報ながくて５月号５ページ「香流苑跡地の利用方針をとりまとめました」の記事に関連して、利用方針（本紙Ａ３両面１枚）を香流苑跡地近隣にお住まいの皆様にお配りさせていただきます。

跡地の利用方針について



地域住民との意見交換会の経過概要

 第１回（令和５年７月）意見交換会では､これまでの売却方針を一旦白紙とし､一から市民とともに検討を始めました。ま
た､みんなでつくるまち条例の理念のもと､解体撤去工事の進捗を共有し､現地視察を織り交ぜながら､地域住民と跡地の利用
の方針について､ワークショップ形式等での検討を重ねてきました。
 どなたでも途中参加できるよう資料や議事録は市ホームページで公開し、各回毎に必ず振り返りを行う等の情報開示に努
め、延べ２９７名の方に参加いただきました。
 下記は､これまでの意見交換会の経過を概要としてとりまとめたものです。

コンクリートガラ
アスファルトガラ

木片

地盤改良材 コンクリート土間

 改めて跡地清算に係る市財政上の
課題を共有したうえで、事務局が作
成した緑地を残す４つの範囲案につ
いてワークショップ形式で検討しま
した。まとまった緑地を残せる、管
理上もまとまっていた方が良い等の
理由から敷地東側を緑地とする「I
型」のご意見が多数を占めました。

 解体撤去工事の土壌汚染撤去作業中に産業廃棄物の埋設が判明しました。試掘調査の結果
（令和６年５月から令和６年８月まで）、１０８か所中５５か所から産業廃棄物が出土しまし
た。これらは人体には影響を及ぼさないものでしたが、産業廃棄物を撤去するには、既存樹木
の伐採・伐根が必要となり、これを踏まえた検討が必要となりました。

 旧香流苑の清算事業には約１０億
以上の費用負担が見込まれ、基金を
取り崩して実施しています。今後、市
が予定している小中学校空調改修事
業等の大規模事業の実施には、取り
崩した基金を積み戻す必要がある等
の財政状況を共有し、跡地を全て市
有地とする事は困難であり、緑を保
全しながらも一部を売却していくこ
とについて、地域住民の理解を求め
ました。

 敷地北側の道路拡幅や広場等を
含め、より正確な図面（産業廃棄
物調査前）を作成しました。
 売却範囲内の緑地は、民間提案
による緑地保全とし、井戸を市有
地に含める形状で検討し、全体の
約７割を売却していく事への理解
を求めました。

 産業廃棄物と樹木の存置につい
て議論し、市緑地は樹木を活かすた
め「残置」、売却部分は土地評価を
高めるため「除去」となりました。
また、サウンディングで事業者から
要望のあった売却地の二方向道路付
きについては、土地評価額の向上が
期待できる一方で、地域住民から東
側住宅地への車の流入を懸念すると
の声がありました。

第２回（令和５年１１月）

解体撤去工事中に産業廃棄物の埋設が判明 第５回（令和６年９月） 民間事業者へのサウンディング調査の結果概要 第６回（令和６年１１月）

第３回（令和６年３月） 第４回（令和６年５月） 第７回（令和６年１２月）

 売却部分の条件検討にあたり、９月３０日から１１月２９日まで民間事業者へのサウンディ
ング調査を実施し、土地需要、井戸や既存樹木の活用・管理等について意見を伺いました。
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・藤が丘駅から徒歩15分という立地、面積からマンション等の用地として魅力的。
・戸建て住宅は、道路築造が必要であり、土地を安く取得しなければ採算が合わない。
・井戸は活用できないので、売却地から除外または閉塞を希望する。
・二方向道路付き（北・東）の敷地になると設計自由度が上がる。
・15m〜20ｍの高木の管理は困難。特に北側中央部の高木は、設計上の支障となる 
 ため、撤去を希望する。
・再生緑地等として売却地の一部を地域開放することは検討可能。

問い合わせ先代表
市長公室企画政策課
0561-56-0634
seisaku@nagakute.aichi.jp

詳細は
こちら↓

mailto:seisaku@nagakute.aichi.jp


地区名 人口 世帯 分担

下山 560 人 219 戸 1 1 企画政策課

櫨木 226 人 100 戸 1 2 環境課

上川原 1,011 人 457 戸 2 3 みどりの推進課

下川原 990 人 454 戸 3 4 土木課

中川原 5 人 2 戸 4 5 都市計画課

西原山 2,411 人 869 戸 4

東原山 1,634 人 666 戸 4

荒田 1,238 人 440 戸 5

南原山 427 人 175 戸 5

原山 69 人 36 戸 5

ポスティング分担（案）

５月号広報納品日（配達員に引き渡される日）　４月２５日（金）午

後









































































































































資料３



 所 在 地：長久手市上川原１−１及び１−３（２筆）
 面   積：15,396.74㎡（登記簿面積）
 都 市 計 画 ：市街化区域、準工業地域、建ぺい率60％、容積率200％
 その他指定：洪水浸水想定区域(浸水予想１〜３ｍ･1,000年に一度)に該当(R1.8.30愛知県指定)

香流苑跡地の利用方針について
長久手市　企画政策課、環境課、みどりの推進課、土木課、都市計画課　Ｒ７．３

経緯

 意見交換会では､今後の市の財政見通し等を共有し､財源確保のために敷地全
体の約7割を売却することについて､地域住民の理解を求めました。また、跡地
の緑の保全の在り方や売却先用途の検討に加えて､跡地から産業廃棄物が出土し
たことから､その処理方法について議論を進めました。

 旧香流苑は､昭和50年から｢し尿処理施設｣として尾張旭市と長久手市で共同運用
を行ってきましたが､公共下水道の普及に伴いその役割を終えました。

１ ４

 売却部分の市場の需要調査及び売却条件の検討にあたり､民間事業者へのサウ
ンディング調査を実施し､その結果を意見交換会で共有しながら､地域住民､市､民
間事業者の意向をふまえた売却条件の検討を進めました｡

５

全８回（地区別開催を含め延べ12回）の意見交換会を実施
                   ⇒詳細は裏面へ

❶敷地東側(約4,300㎡)は､市緑地として利用する。
❷敷地西側(約10,000㎡)は､財源回収のため売却する。
❸敷地北側は､歩道付きの9ｍ道路として整備する。

２    両市の協議により､本市が尾張旭市の土地共有持分を全て取得し､本市単独で跡地
利用を検討することとなり､当初は全て売却する方針としていました。

３    売却方針を一度撤回し､市民との話し合いを求める地域住民からの陳情書等を受
け､令和5年7月から地域住民との意見交換会を実施してきました。  

❷売却地(約10,000㎡)について

❶市緑地(約4,300㎡)について
・３箇所の井戸は､市有地の緑地に含めることとします。また､鉄分が多い水質
 であり､除鉄装置の設置費や維持管理費を踏まえ､井戸の利用はしない方針と
 し､地下を通して香流川への排水処理とします。
・既存緑地を活かすため､地中産業廃棄物は、一部を除いて撤去しないこととし
 ます。
・広場エリアは､今まで積み重ねた意見交換会での意見を踏まえつつ､令和７年
 度に実施する詳細設計の中で､周辺住民や売却事業者と意見交換を行い､具体
 的な設えを決めていきます。
・散策路エリアは､売却地と東側上川原地区の低層住宅との緩衝帯としての機能
 を残しつつ､防犯面の配慮や将来にわたり良好な緑地とするため間伐を行い､
 散策路としての整備を行います。

・地域の住環境に配慮するため､価格と提案内容による総合評価型プロポーザル方
 式で売却先を選定します。
・試掘で確認された産業廃棄物､土壌汚染土は､全て撤去します。建物は解体し､
 更地(存置緑地は除く)として売却します。
・公募時における存置緑地は､左図の2箇所とし､存置緑地の活用､住環境への配
 慮､回復緑地及び敷地の地域開放等の提案は､売却先選定時の評価対象としま
 す。                (※ 詳細は､公募要項で公開します｡)

今後のスケジュール（予定）
・解体撤去工事終了    〜令和７年６月末
・売却地の公募手続き開始  令和７年７月〜
・市緑地の詳細設計     令和７年度下半期（売却事業者確定後）
・道路拡幅工事       令和８年度〜
・市緑地整備        （関連事業の見通しが立った後）令和８年度以降

香流苑跡地の利用方針の配付について　【問合先】長久手市役所企画政策課　０５６１－５６－０６３４

　広報ながくて５月号５ページ「香流苑跡地の利用方針をとりまとめました」の記事に関連して、利用方針（本紙Ａ３両面１枚）を香流苑跡地近隣にお住まいの皆様にお配りさせていただきます。

跡地の利用方針について



地域住民との意見交換会の経過概要

 第１回（令和５年７月）意見交換会では､これまでの売却方針を一旦白紙とし､一から市民とともに検討を始めました。ま
た､みんなでつくるまち条例の理念のもと､解体撤去工事の進捗を共有し､現地視察を織り交ぜながら､地域住民と跡地の利用
の方針について､ワークショップ形式等での検討を重ねてきました。
 どなたでも途中参加できるよう資料や議事録は市ホームページで公開し、各回毎に必ず振り返りを行う等の情報開示に努
め、延べ２９７名の方に参加いただきました。
 下記は､これまでの意見交換会の経過を概要としてとりまとめたものです。

コンクリートガラ
アスファルトガラ

木片

地盤改良材 コンクリート土間

 改めて跡地清算に係る市財政上の
課題を共有したうえで、事務局が作
成した緑地を残す４つの範囲案につ
いてワークショップ形式で検討しま
した。まとまった緑地を残せる、管
理上もまとまっていた方が良い等の
理由から敷地東側を緑地とする「I
型」のご意見が多数を占めました。

 解体撤去工事の土壌汚染撤去作業中に産業廃棄物の埋設が判明しました。試掘調査の結果
（令和６年５月から令和６年８月まで）、１０８か所中５５か所から産業廃棄物が出土しまし
た。これらは人体には影響を及ぼさないものでしたが、産業廃棄物を撤去するには、既存樹木
の伐採・伐根が必要となり、これを踏まえた検討が必要となりました。

 旧香流苑の清算事業には約１０億
以上の費用負担が見込まれ、基金を
取り崩して実施しています。今後、市
が予定している小中学校空調改修事
業等の大規模事業の実施には、取り
崩した基金を積み戻す必要がある等
の財政状況を共有し、跡地を全て市
有地とする事は困難であり、緑を保
全しながらも一部を売却していくこ
とについて、地域住民の理解を求め
ました。

 敷地北側の道路拡幅や広場等を
含め、より正確な図面（産業廃棄
物調査前）を作成しました。
 売却範囲内の緑地は、民間提案
による緑地保全とし、井戸を市有
地に含める形状で検討し、全体の
約７割を売却していく事への理解
を求めました。

 産業廃棄物と樹木の存置につい
て議論し、市緑地は樹木を活かすた
め「残置」、売却部分は土地評価を
高めるため「除去」となりました。
また、サウンディングで事業者から
要望のあった売却地の二方向道路付
きについては、土地評価額の向上が
期待できる一方で、地域住民から東
側住宅地への車の流入を懸念すると
の声がありました。

第２回（令和５年１１月）

解体撤去工事中に産業廃棄物の埋設が判明 第５回（令和６年９月） 民間事業者へのサウンディング調査の結果概要 第６回（令和６年１１月）

第３回（令和６年３月） 第４回（令和６年５月） 第７回（令和６年１２月）

 売却部分の条件検討にあたり、９月３０日から１１月２９日まで民間事業者へのサウンディ
ング調査を実施し、土地需要、井戸や既存樹木の活用・管理等について意見を伺いました。
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・藤が丘駅から徒歩15分という立地、面積からマンション等の用地として魅力的。
・戸建て住宅は、道路築造が必要であり、土地を安く取得しなければ採算が合わない。
・井戸は活用できないので、売却地から除外または閉塞を希望する。
・二方向道路付き（北・東）の敷地になると設計自由度が上がる。
・15m〜20ｍの高木の管理は困難。特に北側中央部の高木は、設計上の支障となる 
 ため、撤去を希望する。
・再生緑地等として売却地の一部を地域開放することは検討可能。

問い合わせ先代表
市長公室企画政策課
0561-56-0634
seisaku@nagakute.aichi.jp

詳細は
こちら↓

mailto:seisaku@nagakute.aichi.jp

